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川越市シンボルマーク

伊佐沼のハス。7月上旬撮影

「骨髄移植ドナー支援事業」始まりました：5
手続き等が変わります！子ども・子育て支援新制度：8
　　市立川越高校 準優勝：11
●「上下水道局だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

Ｚひと　まち

№1324
平成26年8月10日

（毎月10日・25日発行）

川越市マスコットキャラクター
「ときも」
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あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
！

～
大
切
な
命
を
守
り
た
い
～

　

誰
で
も
生
き
て
い
く
う
え
で
悩
み
事
は
起
こ
り
ま

す
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
悩
み
が
重
な
っ
た
り
、
一
つ

の
悩
み
が
解
決
せ
ず
に
別
の
苦
し
み
な
ど
が
引
き
起
こ

さ
れ
た
り
す
る
と
、
人
は
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
命
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
大
切
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
大
き
な
悩
み
を
1
人
で
抱
え
、

心
理
的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
、
な
か
に
は
自
ら
命

を
絶
つ
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で

あ
り
、
本
市
で
は
平
成
25
年
に
70
人
の
方
が
自
ら
の
命

を
絶
っ
て
い
ま
す
。　

誰
に
で
も

　
　
起
こ
り
得
る
こ
と

保
健
予
防
課
L
2
2
7
︲
5
1
0
2

本
市
の
状
況

（単位：人）
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平
成
₂₄
年
の
全
国
の
自
殺
者
は
2
万
7
8
5
8
人
で
、
₁₅
年
ぶ
り
に
3
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

翌
₂₅
年
は
2
万
7
2
8
3
人
と
、
さ
ら
に
5
7
5
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
交
通
事

故
死
の
約
6
倍
と
多
い
状
況
で
す
。
　

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

「
気
づ
き
」「
傾
聴
」「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」
を
行
う
人
の
こ
と
。
あ
な
た
の
身
近
で
悩
み
事
や
問
題
を

抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
24
年
の
全
国
の
自
殺
者
は
2
万
7
8
5
8
人
で
、
15
年
ぶ
り
に
3
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

翌
25
年
は
2
万
7
2
8
3
人
と
、
さ
ら
に
5
7
5
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
交
通
事

故
死
の
約
6
倍
と
多
い
状
況
で
す
。
　

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

「
気
づ
き
」「
傾
聴
」「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」
を
行
う
人
の
こ
と
。
あ
な
た
の
身
近
で
悩
み
事
や
問
題
を

抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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気
づ
き

周
り
の
人
の
変
化
に
気
づ
き
、

声
を
掛
け
る

　

自
殺
直
前
の
心
の
健
康
状
態
を
見
る
と
、
そ
の
多
く

は
、
精
神
的
に
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
す
。な
か
で
も
精
神
症
状
の
一
つ
で
あ
る「
う

つ
状
態
」
で
の
自
殺
の
割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。「
体
の

不
調
」
や
「
不

眠
」
な
ど
い
つ

も
と
違
う
サ
イ

ン
に
早
め
に
気

づ
き
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療

に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で

す
。

　

身
近
な
人
の

「
あ
れ
、
い
つ

も
と
違
う
な
」

と
い
う
様
子
は

あ
り
ま
せ
ん

か
。
元
気
が
な
い
、
た
め
息
が
多
い
、
食
欲
が
な
い
、

眠
れ
て
い
な
い
な
ど
、
家
族
や
仲
間
の
い
つ
も
と
違
う

様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
勇
気
を
出
し
て
、
声
を

掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

心の悩みに関する相談先一覧

　

声
を
掛
け
た
後
は
、し
っ
か
り
と
相
手
に
向
き
合
い
、

話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。
本
人
は
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ

と
で
、
自
分
は
1
人
じ
ゃ
な
い
と
安
心
で
き
ま
す
。
一

方
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
批
判
な
ど
は
逆
効
果
。
徹
底
し

て
聴
き
役
に
努
め
ま
す
。
話
を
聴
い
た
ら
「
大
変
で
し

た
ね
」、「
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
」
な
ど
ね
ぎ
ら

い
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

傾
　
聴

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る

　

悩
み
を
聴
き
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
内
容
に
応
じ
て
専
門
家
等
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
な
か
な
か
自
分
で
相
談

窓
口
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、

あ
な
た
が
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
、
窓
口
と
連
絡
を
と

っ
た
り
、
一
緒
に
出
向
い
た
り
、
自
分
の
で
き
る
範

囲
で
支
援
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
つ
な
ぎ
先（
地
域

の
相
談
窓
口
）な
ど
を
知
っ
て
お
く
と
「
い
ざ
」
と
い

う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

つ
な
ぎ

早
め
に
専
門
家
等
に
相
談
す

る
よ
う
促
す

●保健予防課（平日、午前8時30分～午後5時15分）

L227－5102（電話相談は随時、面接相談は要予約）
●県立精神保健福祉センター（平日、午前9時～午後5時）

L048－723－1447（電話相談）

L048－723－1111（来所予約）
●埼玉いのちの電話　

L048－645－4343（年中受け付け）
フリーダイヤルL0120－738－556（毎月10日、午前8時～翌日午前8時）
こどもライン（18歳以下）L048－640－6400（金・土曜日、午後3時～9時30分）
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■自殺予防啓発キャンペーン
　9月10日～16日は自殺予防週間です。それに先駆け、川越駅東武東上線改札口付近で啓発ティッシュ等を
配布します。なくなり次第終了。
日時…9月9日㈫、午後4時から

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

な
ろ
う
！

　

日
常
生
活
で
は
、
自
然
な
雰
囲
気
で
普
段
ど
お
り

に
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を
し
、
過
剰
な
世
話
焼
き
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
相
手
が
相
談
し
や
す

い
よ
う
に
少
し
気
に
留
め
る
よ
う
に
心
掛
け
、
身
近

に
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
温
か
く
長
い
目
で
見
守
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

見
守
り

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
見
守
る

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、「
命
の
門
番
」
の
こ
と
。

難
し
い
言
葉
の
よ
う
で
す
が
、
専
門
家
な
ど
特
別
な

職
業
に
就
い
て
い
る
人
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
で
も
心
掛
け
次
第
で
な
る
こ
と
が
で

き
、
特
別
な
知
識
や
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

人
を
守
り
た
い
と
思
い
、「
気
づ
き
」「
傾
聴
」「
つ

な
ぎ
」「
見
守
り
」
を
行
う
こ
と
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
、
あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

心の疲労度をチェックしましょう
　現在のストレスの程度に気づくための、チェック項目です。最近１か月に、こんな状態が続いて
いないかチェックしましょう。
（埼玉医科大学総合医療センター　堀

ほり

川
かわ

直
なお

史
し

さん監修）
□　気分が沈んでゆううつだ
□　朝、気持ちよく起きられない
□　何に対しても興味が持てない、勉強・家事・仕事が手につかない、やる気が出ない
□　寝つきが悪い、眠りが浅い
□　体がだるい、なかなか疲れが取れない
□　なんとなく不安でそわそわする
□　食欲がない
□　肩がよくこる・腰がよくはる、頭が重い
□　自分が役にたつ人間だとは思えない
□　集中したり決断したりすることが難しい
□　毎日、充実感がない
□　人に元気がないと言われる
□　知っている人のいない場所に行きたい、消えてしまいたい、いなくなりたい
□　お酒の量が増えた
　該当する項目が多いほど、心が疲れの危険信号を発しています。「あれ、いつもと違うな」と感
じたら、1人で抱え込まず、まず相談してみましょう。



国
民
年
金
基
金
は
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
制
度
で
す

市
民
課
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
な
ど
が

ゆ
と
り
を
も
っ
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
た
公
的
な
個
人
年
金
制
度
で

す
。
国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
た
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に
は
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

資
料
の
請
求
・
加
入
の
申
し
込
み
は
、

埼
玉
県
国
民
年
金
基
金
L
0
1
2
0
‐

6 

5
‐
4
1
9
2
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
市
民
意
見
箱
」
で
皆
さ
ん
の

声
が
市
長
に
直
接
届
き
ま
す

広
聴
課
L
2
2
4
‐
5
0
1
1

　

よ
り
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
、「
市

民
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
市
民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

な
ど
、
次
の
26
か
所
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
は
、
市
長
が
直
接
拝
見
し
ま
す
。

様
式
は
自
由
で
す
。
意
見
箱
に
は
専
用
の

用
紙
が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
氏
名
と

住
所
を
明
記
し
、
意
見
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

　

�

本
庁
舎
1
階
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南
連

絡
所
・
メ
ル
ト（
西
文
化
会
館
）・
ジ
ョ

イ
フ
ル（
南
文
化
会
館
）・
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
・
オ
ア
シ
ス
（
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
）・
中
央
公
民
館
・
南
公
民
館
・

北
公
民
館
・
高
階
南
公
民
館
・
霞
ケ
関

北
公
民
館
・
大
東
南
公
民
館
・
中
央
図

書
館
・
西
図
書
館
・
ク
ラ
ッ
セ
川
越

＊
こ
の
ほ
か
に
、
郵
送（
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
広
聴
課
）・
専
用

フ
ァ
ク
ス
O
2
2
2
‐
5
4
5
4
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
政
へ
の
提
案
フ
ォ

ー
ム
」
か
ら
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。法

定
外
公
共
物
に
つ
い
て

建
設
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
9
8
7

法
定
外
公
共
物
と
は

　

里
道
・
農
業
用
水
路
な
ど
の
よ
う
に
、

法
律
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
公
共
物
を
法

定
外
公
共
物
と
い
い
ま
す
。
な
お
、国
道
・

県
道
・
市
道
や
、
一
級
・
二
級
・
準
用
河

川
の
よ
う
に
、
法
律
が
適
用
・
準
用
さ
れ

る
公
共
物
は
法
定
公
共
物
と
い
い
ま
す
。

法
定
外
公
共
物
の
調
査
実
施

　

市
が
所
有
す
る
法
定
外
公
共
物
を
適
正

に
管
理
す
る
た
め
、
占
用
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
法
定
外
公
共
物
を
含
む
公
共

用
財
産
は
市
民
全
体
の
財
産
で
、
個
人
が

独
占
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
占
用
・
工
事
・
土
砂
採
取
な
ど
に
は

許
可
が
必
要
で
す
。
誤
っ
た
占
用
の
場
合

は
、
是
正
す
る
た
め
の
相
談
や
、
払
い
下

げ
・
付
け
替
え
交
換
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ

　

里
道
や
農
業
用
水
路
な
ど
の
う
ち
、
現

況
が
な
く
機
能
し
て
い
な
い
も
の
で
、
今

後
も
道
路
や
水
路
と
し
て
の
機
能
を
回
復

す
る
必
要
が
な
い
も
の
な
ど
は
、
払
い
下

げ
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
利
害
関
係
者
や
地
元
自

治
会
・
水
利
組
合
な
ど
の
同
意
を
得
た
上
、

申
請
書
や
各
種
図
面
の
作
成
な
ど
が
必
要

で
す
。

■
払
い
下
げ
が
可
能
な
場
合
の
例

①�

土
地
の
利
用
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
本
来
の
機
能
を
失
っ
て
い
る
場
合

②�

法
定
外
公
共
物
の
代
替
施
設
が
設
置
さ

れ
た
た
め
、
元
の
法
定
外
公
共
物
が
不

要
と
な
っ
た
場
合

＊
こ
の
ほ
か
に
も
、
払
い
下
げ
が
可
能
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

「骨髄移植ドナー支援事業」始まりました

　市では、骨髄提供者（ドナー）の増加を図り、骨髄移植等を推

進するため、ドナーの方へ次のとおり助成を行います。

対�象…次の①～③すべてに該当する方

①�（公財）日本骨髄バンクが実施する、骨

髄バンク事業のドナー登録者で、骨髄

等の提供を完了している

②�他の助成金等の交付を受けていない

（ドナー休暇取得を含む）

③�骨髄等の提供時、市内在住で市税の滞

納がない

＊平成26年4月1日以降の提供にかか

る通院・入院から対象となります。

助�成額…骨髄等の提供に要した通院・入院1日につき2万円（1

回の提供で通算7日を上限）

必�要書類…（公財）日本骨髄バンクが発行する、骨髄等の提供

が確認できる書類▶本人名義の預貯金通帳▶印鑑▶骨髄等の

提供が完了した日に加入していた、健康保険証の写し

申�請方法…健康づくり支援課で配布する申請書に必要書類を添

えて、同課へ持参

＊申請書は市ホームページからもダウンロードできます。

健康づくり支援課L229－4124
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
の
交
付

国
民
健
康
保
険
＝
国
民
健
康
保
険
課

L
2
2
4
︲
5
8
3
6

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
＝
医
療
助
成
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
が
、

次
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
申
請
す
る

と
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
受
診
時
の
一
部
負
担
金
と
入
院
時
の

食
事
代（
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
は
一

部
負
担
金
の
み
）が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
認
定
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
、国
保
被
保
険
者
の
方
に
は
、

更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

で
今
年
度
も
該
当
す
る
場
合
は
、
医
療
助

成
課
か
ら
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
更
新
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
は
所

得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

対�

象
…
国
保
被
保
険
者
は
①
ま
た
は
②
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
は
③

に
該
当
す
る
方

①�

国
保
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
＝
世
帯
主
と
国
保
被
保
険
者
全

員
の
、
平
成
26
年
度
市
・
県
民
税
が
非

課
税

②�

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
＝
世
帯
主
と

国
保
被
保
険
者
の
中
に
、
平
成
26
年
度

市
・
県
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
が

い
て
、
受
診
者
本
人
が
70
歳
未
満

③�

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
＝
世
帯
全
員
の
平

成
26
年
度
市
・
県
民
税
が
非
課
税

川
越
市
防
災
訓
練

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

　

市
民
セ
ン
タ
ー
管
内
11
か
所
の
市
立
小

中
学
校
で
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
を

中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
、
徒
歩
に
よ
る
避
難

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
等
で
会

場
周
辺
を
通
る
際
は
、
歩
行
者
へ
の
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
自
治
会
を
通
じ
て
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
防
災
危
機
管
理
課

（
本
庁
舎
4
階
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日�

時
…
8
月
31
日
㈰
、
午
前
8
時
～
10
時

30
分

会�

場
…
南
古
谷
小
学
校
・
南
古
谷
中
学
校
・

武
蔵
野
小
学
校
・
大
東
中
学
校
・
大
東

西
中
学
校
・
霞
ケ
関
中
学
校
・
霞
ケ
関

北
小
学
校
・
霞
ケ
関
東
中
学
校
・
霞
ケ

関
西
小
学
校
・
霞
ケ
関
西
中
学
校
・
川

越
西
小
学
校

固
定
資
産
税
な
ど
を
減
免
し
ま
す

資
産
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
4
5

　
面
積
が
明
確
な
私
道
の
固
定
資
産
税
な

ど
は
、
所
有
者
の
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
が
公
道
と
の
出
入
り
に
利

用
す
る
敷
地
内
通
路
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
に
関
す
る
支
援
事
業

農
政
課
L
2
2
4
︲
5
9
3
9

　

2
月
の
大
雪
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
農

業
者
に
対
し
、
被
害
農
作
物
の
病
害
虫
の

防
除
、
樹
勢
・
草
勢
の
回
復
等
、
農
業
経

営
に
必
要
な
資
金
に
対
し
て
次
の
と
お
り

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農

政
課（
本
庁
舎
5
階
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対�

象
…
次
の
①
②
を
満
た
す
農
業
者

①�

被
災
し
た
農
作
物
等
の
減
収
量
が
、
平

年
に
お
け
る
収
穫
量
の
30
％
以
上

②�

減
収
に
よ
る
損
失
額
が
平
年
に
お
け
る

農
業
の
総
収
入
額
の
10
％
以
上

■�

農
作
物
災
害
緊
急
対
策
事
業
…
農
業
生

産
力
維
持
の
た
め
に
必
要
な
、
種
苗
費

や
肥
料
等
の
購
入
費
を
助
成

■�

農
業
災
害
資
金
利
子
補
給
補
助
金
…
農

業
協
働
組
合
等
が
融
資
す
る
農
業
災
害

資
金
に
対
す
る
利
子
補
給（
無
利
子
化
）

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

右
記
の
支
援
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
。

日�

時
…
①
8
月
26
日
㈫
、
②
27
日
㈬
、
午

後
2
時
～

会�

場
…
①
＝
J
A
い
る
ま
野
福
原
支
店
、

②
＝
農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

子どもたちの笑顔を守るために
教育指導課L224－5483

　市内では、

不審者の出没

や声掛けなど

が発生してい

ます。市では、

青色回転灯装

備車による防

犯パトロール

や各学校への指導などを通し児童・生徒

の安全確保に努めています。

　また、さらなる防犯対策として、毎週

火・金曜日（祝日、長期休業中を除く）の

午後2時40分に「児童の下校の見守り放

送」を行い、保護者や地域の方々に下校

時の見守りをお願いしています。

　子どもたちの安全と笑顔を守るため

に、市民の皆さんのご理解、ご協力をお

願いします。
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情
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平
成
27
・
28
年
度
入
札
参
加 

業
者
の
登
録
を
受
け
付
け

契
約
課
L
2
2
4
︲
5
6
3
2

　

市
が
発
注
す
る
工
事
ま
た
は
業
務
の
請

負
、
物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
参
加
業
者

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土
木

施
設
維
持
管
理（
道
路
、
河
川
、
苑え

ん

地ち

、

下
水
道
）

　

申
請
書
類
は
、
市
独
自
の
も
の
と
共
同

受
付
参
加
全
自
治
体
で
共
通
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
入
札
審
査
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
申
請
の
手
引
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
新
規
申
請

　

対
象
は
、「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
業
者
で
す
。

受
付
期
間
…
9
月
12
日
㈮
～
10
月
10
日
㈮

受�

付
方
法
…
申
請
書
類
を
〒
3
3
0
‐

9
3
0
1
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三

丁
目
15
‐
1
・
県
入
札
審
査
課
へ
郵
送

●
更
新
申
請

　

対
象
は
、「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
る
業
者
で
す
。

受�
付
期
間
…
建
設
工
事
＝
10
月
14
日
㈫
～

11
月
28
日
㈮
▼
設
計
・
調
査
・
測
量
、

土
木
施
設
維
持
管
理
＝
10
月
14
日
㈫
～

11
月
14
日
㈮

受�

付
方
法
…
「
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
電
子
申
請
を
行
い
、

申
請
書
類
を
〒
3
3
0
‐
9
3
0
1

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
15
‐

1
・
県
入
札
審
査
課
へ
郵
送

維
持
管
理
業
務
、
物
品
納
入
、
建
設
資
材

納
入

　

申
請
書
類
は
、
10
月
中
旬
か
ら
、
契
約

課（
本
庁
舎
3
階
）で
配
布
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受�

付
期
間
…
11
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮

受
付
会
場
…
3
Ａ
会
議
室（
本
庁
舎
3
階
）

　
納
期
限
は
、
9
月
1
日
㈪

市�

県
民
税（
第
2
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
2
期
）

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
2
期
）

　
医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
2
期
）

　
介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

市職員を募集します 職員課
L224－5553

　平成27年4月1日採用予定の市職員を募集し

ます。職務内容・給与など、詳しくは募集案内

を確認してください。

　募集案内は8月11日㈪から職員課（本庁舎4

階）・市民センター･ 南連絡所・本川越駅証明

センター（西武本川越ぺぺ2階）で配布します。

市ホームページからもダウンロードできます。

受験申し込み（郵送不可）
受�付日時…8月18日㈪～9月26日㈮、午前8時

30分～午後5時15分

＊土・日曜日、祝日は除きます。

受�付窓口…職員課（本庁舎4階）

採用試験
試験日…10月19日㈰

試験会場…市立川越高校

職種・募集人員・受験資格
　受験資格は、それぞれすべての要件を満たし

ていることが必要です。

職種 募集
人員 受験資格

歯科
衛生士 1人

生年月日が昭和59年4月2日以降

歯科衛生士の免許を有する

電気 2人

生年月日が昭和30年4月2日以降

民間企業等における電気（電気設
備の設計・施工監理・維持管理等）
に関する職務経験が3年以上ある
＊職務経験の詳細については、募
集案内を確認してください。

第一種・第二種・第三種電気主任
技術者免状のいずれかを取得して
いる

日本国籍を有する

機械 1人

生年月日が昭和30年4月2日以降

民間企業等における機械（機械設
備の設計・施工監理・維持管理等）
に関する職務経験が3年以上ある
＊職務経験の詳細については、
募集案内を確認してください。

日本国籍を有する
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　休日・夜間の受付窓口が、１階西側玄関から地下1階西
側玄関に戻りました。平日の窓口業務は通常どおりです。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

市役所本庁舎は、耐震改修工事を実施中
管財課L224－5633



手
続
き
等
が
変
わ
り
ま
す
！ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

保
育
課

L
2
2
4
︲
5
8
2
7

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
や
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
新
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
利
用
手
続
き
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
日

程
等
の
詳
細
は
、
広
報
川
越
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
な
お
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
に
移
行
す
る
か
現
行
制
度
の
ま
ま
継
続
す
る
か
は
、
各
施
設

が
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行
制
度
の
ま
ま
の
幼
稚
園
の
手
続
き
は
従
前
ど
お
り
で
す
。

3
つ
の
認
定
区
分

　

新
制
度
で
は
、
下
表
の
と
お
り
子
ど
も

の
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
、
利
用
希
望
す

る
施
設
に
応
じ
て
1
号
認
定
・
2
号
認
定
・

3
号
認
定
の
3
つ
の
認
定
区
分
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
2
号
認
定
・
3
号
認
定（
＝
保

育
認
定
）で
は
、
保
護
者
の
就
労
、
妊
娠
、

出
産
な
ど
「
保
育
の
必
要
性
」
の
認
定
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
を
理
由
と
す
る
保
育
の
場

合
は
、
保
護
者
の
月
の
就
労
時
間
に
応
じ

て
、
利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

●
利
用
時
間

■
1
号
認
定

教�

育
標
準
時
間
…
1
日
4
時
間
の
幼
児
教

育
■
2
号
認
定
・
3
号
認
定

保�

育
標
準
時
間
…
最
大
11
時
間
の
保
育
。

主
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
就
労
を
想
定

保�

育
短
時
間
…
最
大
8
時
間
の
保
育
。
主

に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
就
労
を
想
定

手
続
き
方
法

　

下
図
の
「
新
制
度

の
利
用
手
続
き
の
流

れ
」
の
と
お
り
利
用

希
望
す
る
施
設
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
幼
稚
園
・
保
育
園
等
を

利
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
応
じ
た
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
幼
稚
園
は
、
新
制
度
に
移
行
す
る
施
設

を
利
用
す
る
方
の
み
1
号
認
定
が
必
要
で

す
。現
行
制
度
の
ま
ま
の
施
設
の
場
合
は
、

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
と
支
払
い
先

●
私
立
・
公
立
保
育
所
を
利
用

　

利
用
者
は
市
と
契
約
し
て
、
保
育
料
を

市
へ
支
払
い
ま
す
。

●�

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・
地
域
型
保

育
を
利
用

　

利
用
者
は
施
設
・
事
業
者
と
契
約
し
て
、

保
育
料
を
施
設
・
事
業
者
へ
支
払
い
ま
す
。

幼
稚
園
等
を
利
用
希
望

1
号
認
定

②�

施
設
か
ら
入
園
の
内

定
を
受
け
る

＊
定
員
超
過
の
場
合
な

ど
は
、
面
接
な
ど
の
選
考

が
あ
り
ま
す
。

①�

利
用
し
た
い
施
設
に

直
接
申
し
込
み

保
育
所
等
で
保
育
を
希
望

2
号
認
定
・
3
号
認
定

③�

施
設
を
通
じ
て
、
利

用
の
た
め
の
認
定
を

申
請

④�

施
設
を
通
じ
て
、
市

か
ら
認
定
証
が
交
付

さ
れ
る（
1
号
認
定
）

⑤�

施
設
と
契
約

⑤�

利
用
先
の
決
定
後
、

市
や
施
設
と
契
約

②�

市
か
ら
認
定
証
が
交

付
さ
れ
る
（
2
号
認

定
・
3
号
認
定
）

④�

申
請
者
の
希
望
、
保

育
所
等
の
状
況
に
応

じ
て
市
が
利
用
調
整

①�

市
に
「
保
育
の
必
要

性
」
の
認
定
を
申
請

＊
③
の
利
用
希
望
申
し
込

み
も
同
時
に
で
き
ま
す
。

③�

市
に
保
育
所
等
の
利

用
希
望
を
申
し
込
む

＊
希
望
す
る
施
設
名
な
ど

を
記
載
し
ま
す
。

新
制
度
の
利
用
手
続
き
の
流
れ

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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区分 子の年齢 保育の必要性 施設等 利用時間
1号認定

満3歳以上
なし（教育を希望） 幼稚園、認定こども園 教育標準時間

保
育
認
定

2号認定
あり

保育所、認定こども園
保育標準時間
保育短時間

3号認定 満3歳未満
保育所、認定こども園、
地域型保育

保育標準時間
保育短時間

3つの認定区分

＊新制度での施設については、広報川越7月10日号・市ホームページで確認できます。

＊
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
場
合
は
、
1
号
認
定
＝

色
、
2
号
認
定
・
3
号
認
定
＝

色
の
流
れ
に
な
り
ま

す
。
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ひ
と 

ま
ち

　
　先日、自宅周りの草刈りをしました。自宅
の東側には道路に沿って幅2メートルほどの
用水路があります。以前、この用水路は、自
治会総出で草刈りをするエリアに含まれてい
たので、毎年6月に近隣の人たちと草刈り作
業をしていたのですが、数年前に自治会の事
業としては行わなくなりました。水の流れる
部分まで、草が生い茂ってしまっていたので、
道路端の斜面の部分と合わせて草刈り機で刈
りました。
　草刈りをしていると、いろいろな生き物が
飛び出してきます。数は激減していますが、
アカガエルやトノサマガエルと小さい頃から
教わってきたカエルやドジョウが、まだ自宅
の周りにはいます。草刈りの場所には姿を見
せませんが、土管の中にはウシガエルもいま

す。5、6年前まで、自宅の前の土管にいて、
盛んに鳴いていました。何年か途絶えていま
したが、昨年あたりから、また鳴き声が聞こ
えるようになりました。皆さんはウシガエル
の鳴き声を聞いたことがありますか。名前の
通り、牛の鳴き声に似ているといえば似てい
る声で鳴きます。
　自宅東側の用水路はだいぶ前に、並行する
道路を拡幅するために用水路を暗

あん

渠
きょ

にして道
路改修をするという話がありました。そのと
きには、いろいろな事情から道路拡幅には至
りませんでした。そういうわけで、自宅の周
りは、昔のままの景観が残っていて、さまざ
まな生き物がすみついています。用水路をコ
ンクリート化してしまえば、草刈りは必要な
くなりますが、多くの生き物が見られなくな
ってしまうことでしょう。
　経済性や利便性を追求するというのも、一
つの価値観です。しかし、そういった価値観
だけではなく環境保全や、ゆとり・精神的
豊かさなども、社会が追及して行くべき価値
として次第に注目されるようになってきまし
た。行政にかかわるものとして、この辺りの
バランスもしっかり取り続けて行かなければ
ならないと改めて感じました。

40 草刈り

未
来
に
向
け
て
⑤

政
策
企
画
課
L
2
2
4
︲
5
5
0
3

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
手
続
）は
、
市
が

施
策
等（
基
本
的
な
計
画
、
市
民
の
権
利
義
務
に
関
す
る

条
例
、
規
則
な
ど
）を
定
め
る
過
程
で
、
素
案
の
段
階
の

内
容
や
そ
の
趣
旨
を
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら

意
見
や
情
報
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
、
よ
り
良

い
施
策
等
を
定
め
る
た
め
の
手
続
で
す
。
市
民
の
市
政
参

加
の
推
進
や
行
政
運
営
の
公
正
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
同
19
年

度
に
は
、
川
越
市
意
見
公
募
手
続
条
例
と
し
て
制
度
化
。

こ
れ
ま
で
2
0
0
件
を
超
え
る
施
策
等
で
意
見
募
集
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
第

1
回
で
紹
介
し
た
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画（
平
成
18
年

3
月
策
定
）も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
パ
ブ
コ
メ
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
。
市
民
だ
け

で
な
く
、
利
害
関
係
の
あ
る

方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

た
だ
い
た
意
見
に
対
し
て
個

別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、

募
集
結
果
と
と
も
に
、
そ
の

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
意
見
募
集
し
て
い
る
施
策
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ほ
か
、
担
当
の
部
署
な
ど
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
利
用
し
て
、
市
の
計
画
な
ど

の
策
定
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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暑
さ
が
続
く
こ
の
時
期
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
飲
料
を
購
入
す
る
機
会
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
集
積

所
へ
の
出
し
方
を
、
イ
ラ
ス
ト
の
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル
は
「
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」、
ボ

ト
ル
本
体
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
に

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
圧
縮
処
理
を
行
い
ま
す
が
、
キ
ャ

ッ
プ
が
付
い
た
ま
ま
で
は
容
器
内
の

空
気
が
抜
け
ず
、
作
業
に
支
障
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
リ

サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
処
理
と
ぴ
っ
く
す

キ
ャ
ッ
プ
外
し
て
、
す
す
い
で
つ
ぶ
す
、

　
ひ
と
手
間
か
け
れ
ば
、
エ
コ
ラ
イ
フ
！

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

　小ケ谷自治会では、子ども会育成会と協力して、
毎年「子供交通安全教室」を開催しています。地区
内の自転車屋さんが中心となって始めたこの事業
は、今ではすっかり地域に根付いたものになってい
ます。今年も多くの小学生と保護者が参加しました。
　講師は、県警の警官と交通安全ボランティア「交
通安全まなび隊」の隊員です。
子ども用の自転車や段ボール製
の手作りの車両などを使って、
分かりやすく交通安全の指導を
してくれました。
　「自転車は急がず、焦らず、
左側一列通行」、「自宅近くで事
故が多く起きている」という説明を、子どもたちは
真剣な顔で聞き、講師の問いかけに大きな声で応え
ていました。保護者は「お子さんが外出するときは、
『気を付けてね！』の一言で安全意識のスイッチを
入れてあげましょう」などの説明を受け、交通ルー
ルを守ること、子ども自身が注意力を持つことの大
切さを改めて感じていたようです。
　小ケ谷自治会では、地域が一体となって交通安全
への取り組みを行い、子どもたちを交通事故から守
り、子どもから大人まで誰もが「住んでよかった」
と思える安全安心な地域づくりを進めています。

避
難
所
生
活
で
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

た
場
合
、
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
当
面
の
生
活
を
避
難
所
で
送
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
避
難
所
生
活
で
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

●�

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
、
避
難
者
自
身

も
参
加
し
て
自
主
的
な
避
難
所
運
営
を
行
う

●�

円
滑
な
避
難
所
運
営
の
た
め
に
、
総
務
班
を
中
心
と
し
て

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

市
民
と
と
も
に
つ
く
る

　
　
　
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
川
越

情
報
班
、
施
設
管
理
班
な
ど
の
活
動
班
を
設
置
す
る

●�

ル
ー
ル
づ
く
り
は
、
女
性
、
若
者
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
方
な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
一
部
の
人
に
負
担
が
偏

ら
な
い
よ
う
に
行
う

●
妊
産
婦
や
乳
幼
児
、
傷
病
者
な
ど
へ
の
配
慮
を
す
る

●�

ペ
ッ
ト
は
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
へ
の
持
ち
込
み
を
原
則
禁
止

し
、
各
避
難
所
の
実
情
に
応
じ
て
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
作
る

な
ど
の
対
策
を
す
る

　
避
難
所
で
は
多
く
の
人
が
共
同
生
活
を
す
る
た
め
、
協
力

や
思
い
や
り
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
避
難
所
生
活
が
可
能
な
施
設
と
し
て
、
公
立

学
校
な
ど
63
か
所
の
避
難
所
が
あ
り
ま
す
。
確
実
に
避
難
所

に
到
着
す
る
た
め
に
、
2
か
所
以
上
の
避
難
所
を
複
数
の
経

路
で
確
認
し
、
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

市民活動支援課L224－5705

● iPhone 版 ● Android 版

「川越市ごみ分別
アプリ」配信中 !

　ごみ出しに関する情報を手
軽に確認できる、スマートフ
ォン向けアプリを配信してい
ます。なお、アプリは無料で
すが、インターネット接続な
どにかかる費用は利用者の負
担となります。

③つぶす④透明な袋に
入れ集積所へ

①キャップ・
ラベルを外す

②中身を捨て
軽く水洗い
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　7月19日・20日に行われ

た市指定無形民俗文化財「福

田の獅子舞」。曲を奏でる笛

には、縦笛が使われていま

す。これは、横笛を吹ける人

が少なくなった際、学校で習

う縦笛ならば子どもたちに伝承できることから考

案され、地元の小学生が練習をしています。獅子

やハイオイ、ササラッコは中学生くらいになると

演じ始め、伝統が継承されていきます。

伝統をつなぐ縦笛

　7月の第2日曜日に行われている「まんぐり」は

夏の疫病を払う行事で、市の無形民俗文化財に指

定されています。青竹の先に俵状にした麦わらを

つけた「ボンテン」は長さ3メートル以上になり

ます。八
や

咫
た

神社で祈願を終えると、ボンテンを担

いで上寺山地区を回ります。昨年に続いてボンテ

ンを担いだ秋
あき

田
た

智
とも

宏
ひろ

さんは「地域の行事に参加で

きるのはうれしいです。町内を回っているときは

暑かったのですが、川の中は冷たくて気持ちよか

ったです」と話してくれました。

上寺山のまんぐり

地区回りの最後は入間川の水で清めます地区回りの最後は入間川の水で清めます

今年は地区回りの途中から雨となったため、自治会館の建物
内で獅子舞が行われました
今年は地区回りの途中から雨となったため、自治会館の建物
内で獅子舞が行われました

市立川越高校 準優勝
第96回全国高等学校 野球選手権 埼玉大会

ご声援ありがとうございました

2回戦　11－1　大宮
（5回コールド）

準々決勝　3－2　昌平 

（7回コールド）

3回戦　9－0　大宮武蔵野

準決勝　8－3　正智深谷

市立川越高校
決勝戦までの戦績

5回戦　5－3　松山 決勝　2－7　春日部共栄

（延長11回）

4回戦　1－0　北本

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ふぉとニュース Ｚひと　まちＺひと　まち



　

収
納
の
問

題
は
、
今
も

昔
も
変
わ
ら

ず
私
た
ち
の
頭

を
悩
ま
せ
ま
す
。
同

展
で
は
、
寄
贈
・
寄
託
さ

れ
た
資
料
の
中
か
ら
、
収
納
に

関
わ
る
民
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

右
の
写
真
は
、
江
戸
時
代
に
登
場
し
た
箱
階
段
で
す
。

こ
れ
は
見
た
目
通
り
階
段
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
が
、
階

段
下
に
は
抽ひ

き

斗だ
し

や
戸
を
設
け
、
収
納
と
し
て
も
使
い
ま
し

た
。
階
段
と
し
て
の
強
度
を
持
た
せ
た
う
え
、
収
納
の
た

め
の
抽
斗
な
ど
を
ぴ
た
り
と
造
り
込
む
に
は
高
い
技
術
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
2
階
を
持
つ
こ
と
が

規
制
さ
れ
て
い
た
た
め
、
箱
階
段
を
移
動
さ
せ
た
り
、
階

段
状
の
家
具
だ
と
言
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
2
階
の
存
在

を
隠
す
た
め
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
現
代
で
も
、
階
段
下

を
収
納
や
ト
イ
レ
な
ど
に
利
用
す
る
住
宅
や
、
箱
階
段
と

似
た
デ
ザ
イ
ン
の
家
具
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
変
化
と
と
も
に
暮
ら
し
の
中
の
収
納
は
移
り

変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
「
よ
り
良
く
収

納
し
た
い
」
と
い
う
思
い
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
9

月
7
日
㈰
ま
で
開
催
中
の
同

展
で
、
先
人
た
ち
の
収
納
の

知
恵
や
職
人
の
技
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
２２９９２２９９２２９９

川
越
時
間
旅
行
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「
暮
ら
し
と
収
納 

︱ 

今
と
比
べ
る
昔
の
収
納
具 

―

」展

　霞ケ関・大東
地区のブドウ農
家23軒が集ま
り、栽培技術の

向上を目指す川越市葡萄生産組合。今年で発足か
ら50年を迎えました。
　「巨峰栽培を始めた頃は房に十分な実が付かな
いこともありました」と話すのは、組合長の坂

さか

田
た

次
つぎ

男
お

さん（藤倉）。
毎年2回の講習
会や山梨・長野
での研修などで
技術を磨き合
い、今ではどの

農家でも立派な房を付けるようになりました。近
年は巨峰以外にも種なしや大粒、皮ごと食べられ
るものなどが人気なため、消費者のニーズに合わ
せた品種の栽培にも取り組んでいるそうです。
　「川越のブドウはおいしいと評判が良いんです」
とうれしそうに話す坂田さん。ブドウの収穫は8
月下旬から9月上旬にピークを迎え、そのほとん
どが農家の庭先販売だけで完売するほどの人気ぶ
りです。農家の情熱が詰まったみずみずしいブド
ウ、ぜひ味わってみませんか。

川越市葡
ぶ ど う

萄生産組合

農政課L224－5939

キュウリ、ナス、エダマメ、ウリ、オクラ、トマト、ネ
ギ、ゴボウ、モロヘイヤ、タマネギ、イチジク、ピーマ
ン、ミニトマト、コマツナ、カボチャ、ゴーヤ、スイカ

今が旬！8月の川越野菜 市内の直売所などで購入できます

5

小さな抽斗をたくさん
備えた針箱

講師の手元を見入る農家の皆さん講師の手元を見入る農家の皆さん
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毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
朝
の
涼
し
い
時
間

に
花
開
く
ハ
ス
を
撮
影
し
よ
う

と
、
伊
佐
沼
に
出
か
け
ま
し
た
。

朝
早
い
時
間
で
し
た
が
、
散
歩
を

し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て

い
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

伊
佐
沼
の
東
側
を
歩
い
て
い

る
と
、
ヒ
マ
ワ
リ
畑
を
発

見
。
太
陽
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ

伸
び
て
い
る
ヒ
マ
ワ
リ
を
見
て
い

る
と
夏
を
感
じ
、
毎
日
ラ
ジ
オ
体

操
や
プ
ー
ル
に
通
っ
て
は
、
た
く

さ
ん
汗
を
流
し
た
子
ど
も
の
頃
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
伊
佐
沼
の
ヒ

マ
ワ
リ
は
、
8
月
後
半
に
見
頃
を

迎
え
る
そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん

も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。


